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はじめに：galantが孕む2重性
galantを試しに今日のネットの辞書で引いて見
ると，形容詞でadj.1.Smartlyorboldlystylish;
2.Valiant;3.Stately,majestic;4.a.Courteously
attentiveespecialy towomen;chivalrous.b.
Flirtatious;amorousなどの意味がでてくる。1 服
装などのスタイルが粋で，女性に慇懃なという意味
である。形容詞では「勇敢な（valiant）」という意
味もあるものの，名詞にその意味は記載されていな
い。n.1.Afashionableyoungman.2.a.Aman
courteouslyattentivetowomen.b.Awoman・s
lover;aparamour.おそらく，今日のこの言葉の
イメージは，この辞書のように「勇敢な」というよ
りは流行の先を行く洒落者のそれのほうが強いであ
ろう。今ならイケメンというだろうか。それ（gal-
lant）は一方で一部の男性を魅了すると同時に，一
方では軽薄で眉を顰めたくなる男性のイメージでも
ある。そのイメージには，かつての強くて華麗で女
性に優しいという理想の騎士像が反映されていると
同時に，それらを表層的に模倣するだけの洒落者の
イメージが重なってくる。この2つの意味の起源
はどこにあるのか。そこから疑問は始まる。
この重層的なgalantなる男性イメージを解読す
るには，これらの重層性が顕著に現れる近代初期英
国のgalantのイメージに遡って考察する必要があ
る。とくに，社会的な価値観や流行が映し出される
演劇に表象されたgalantのイメージを調べること
から，当時のgalantのイメージを探ることができ
るであろう。本稿はこの，galantのイメージを
追うために，まず近代初期英国における galant
の辞書的意味と，この時代の中心的劇作家である
Shakespeareのgalantの用法について調べ，gal-
lant探求の出発点とすることを狙いとする。
近代初期英国において，galantが見せびらかす
服装とは階級・ジェンダー・職業など個人のアイデ
ンティティを規定するものであった。文字通り，外見
が中身を表したのである。服装を意味するfashion
は，当時は，そのラテン語の語源 factio（=mak-
ing）のとおり，「造る」という動詞の意味でも用い
られた。人物の成型も fashionという語で表され
たのである。2華やかな服装をして，galantと称さ
れることもそうした自己成型のひとつのタイプを表
しているといえる。典型的な人物像としてのgal-
lantを描いたものとしては，ThomasDekkerの
小冊子，TheGul・sHornbook（1609）が，当時の
ロンドンのgalantなる洒落者たちの様子を風刺的
に描いたものとして有名である。またSirThomas
Overburyの Characters（1622）でも，galantは
服装を見せびらかす気取り屋として批判的に描かれ
ている（260-61）。17世紀において，galantは服
装を見せびらかす気取り屋としての側面がとくに強
調されているといえる。3
しかしながら，Shakespeareにおいては，gal-
lantは風刺の対象としての「華美な服装をした」
人物ばかりを指してはいない。galantが名詞とし
て用いられ，人物を表す場合には，華美な服装をし
た人物のことを指している場合も多いが，形容詞の
場合は，galantは主に，「勇敢な」という意味で
使われており，「華美な服装をしている」という意
味で用いられている例は少ない。Shakespeareに
おいてgalantはその外面よりも内面を指している
ことが多いといえる。そもそも形容詞のgalantを
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｢騎士のように勇敢な｣という意味で最初に用いたのが
Shakespeareである。当時の社会そのものを描い
ているという点では，ThomasDekkerやThomas
Middleton,またBenJonsonなどの市民喜劇の用
例を調べることも重要かつ必要である。しかし，
galantの 2重性を探るためには， まずは，
Shakespeareの用例を確認しておく必要がある。
それではまず，galantの当時の意味をOEDで確
認しておきたい。
galantの当時の用法
OEDによれば，形容詞，および名詞の galant
には次のような意味がある。（見出し番号は OED
の番号で，（ ）内は初出の年である。+は現在使
われない意味である。）
A.形容詞
1.gorgeousorshowyinappearance,finely-
dressed,smart.（c1420）
+1b.oflanguage:fulofshowyexpression,or-
nate,specious.（1484）
+2.ofwoman:fine-looking,handsome.（1552）
+3.suitedtofashionablesociety;indulginginso-
cialgaietyordisplay;attractiveinmanners,
polished,courtier-like.（1500）
4.loosely,asageneralepithetofadmirationor
praise:excelent,splendid,fine,grand.（1539）
4b.oftenusedasanadmiringepithetforaship:
noble,stately.（1583）
5.chivalrously brave,ful ofnobledaring.
（1596）
5b.used,esp.inparliamentarylanguage,asthe
conventionalepithetofamilitaryornavalof-
ficer.（1875）
6.markedlypoliteandattentivetothefemale
sex.（1680）
7.oforpertainingto（sexual）love,amorous,
amatory（1673）
8.複合語 +galant-springing=growing up in
beauty（Schmidt）（1594）
B.名詞
1.amanoffashionandpleasure:afinegentle-
man（sometimeswithaddednotionofA5:
chivalrously brave,ful ofnoble daring）
（1383）
+1b.ofawoman:afashionablyattiredbeauty.
（1580）
+2.usedinthevocativeasacourteousmodeof
address,esp.,inplural;=・gentlemen.・Alsowith
playfulorsemi-ironicaltone,asinthisgalant
=・thisfinefelow・.（1470）
+2b.（pl）one・s（military）folowers.（1526）
3.onewhopayscourttoladies,aladies・man.
Alsoalover,inabadsense,aparamour.
（1450）
4.givenbyGerardeasthenameofakindof
Anemone.（1597）
+5.naut.anameformerlyappliedto'alflags
borneonthemizen-mast.・（初出記載なし）
OEDには，以上が記載されている。Shakespeare
の作品の下限を JohnFletcherとの合作による
TheTwoNobleKinsmenとすると，その年代は
Harbageに倣えば1613-14年となる（104）。それ
以前に初出例があるものは，形容詞1-5の意味，
名詞1-4の意味である。それらの意味にはまた，
16世紀半ばの用例があるので，Shakespeareは作
品執筆の際にgalantにこれらの意味があることを
知っていたと考えられる。
そうするとShakespeareが知っていたと考えら
れる形容詞の5つの意味は，次の通りである。
（1）見た目が豪華で華やか・派手なこと，美しく
着飾っていること，きちんとして洗練されて
いること（1b）（言語に関しても同じように）
表現が大げさで，美文調であり，まことしや
かなこと
（2）（女性について）顔立ちが整って，りりしく美
しく魅力的なこと
（3）社交界にふさわしいこと，社交界の陽気な浮
かれ騒ぎや誇示にふけり，礼儀作法が洗練さ
れ宮廷人らしい魅力を備えていること（OED
の用例から，これが狩やカード・さいころ遊
びなどを指していることがわかる4）
（4）賞賛の一般的な形容として「すばらしい」とい
うこと（4b）（船に関して）「すばらしい」こと
（5）騎士のように勇敢で，気高い勇気に満ちてい
ること
これらは大きく分けて，外見的な美しさ，とくに
華やかさを形容するもの（1-3の意味）と ，内面的
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な美徳を形容するもの（5の意味）の2つに分けら
れる。もちろん外見的な美しさと内面的な美徳は相
反するものではなく，むしろShakespeareの時代
にあっては内面と外面は一致しているのが望ましかっ
た。また騎士が華やかな鎧や羽飾りを身につけてい
たことを考えれば，5の意味の「騎士の如くに勇敢
である」ことと，1の意味の「服装の華やかさ」も
相反するものではない。騎士が宮廷人でもありえる
ことを考えれば，3の意味の礼儀作法の心得とも相
反するものではない。事実，chivalrousは「騎士
道に適う」ということと同時に宮廷恋愛にあるよう
な「女性に優しく礼儀正しい」という騎士道精神も
意味する。当面は1-3の「外見」に関する意味と5
の「勇敢さ」を示す意味の2つに形容詞galantの
意味が大別できることと，そこから一般的な賞賛に
も当てられることを確認しておく。
ここで，ひとつ重要なことは，形容詞5の意味
の用例の初出が，ShakespeareのHenryIV,Part1
（1596）からであり，Shakespeareが galantに
「騎士のように勇敢な」という意味を付したことで
ある。
名詞に関しては，初出の記載のない5番目の意
味を除いて，すべてShakespeareが用いた可能性
がある。これも意味をまとめておけば，次のように
なる。
（1）流行と快楽を追う男。優れて地位の高い人・
ときに加えて騎士の如くに勇敢な人（1b）す
ばらしい服装をしている美人
（2）丁寧な呼びかけ，ときに少しからかう調子
（2b）（軍隊で）部下
（3）女性に求愛する男，女たらし，ときに愛人，
情夫
（4）アネモネの一種の花の名前
形容詞では2つに大別されていた意味が，名詞
では1つの括りで纏められている。名詞（1383初
出）のほうが形容詞（1番目の意味がc1420初出）
よりも早くに使われており，最初はファッショナブ
ルで多分に騎士の如くに勇敢な人物をgalantと呼
んだのであり，これらをまとめたOEDの定義に従
えば，外見の華やかさと勇敢さは，かつては結びつ
いていたことを暗示する。さらに，「女性に慇懃な
男」の意味が名詞にはすでにあったことが示されて
いる。 Shakespeareの Love・sLabour・sLostで
BerowneがBoyetのことを・thisgalantpinsthe
wenchesonhissleeve.・（5.2.321）と述べるときは，
この意味で用いていると考えられる。しかし，この
意味が，形容詞や動詞でも使われるようになるのは
17世紀になってからである。
動詞としてのgalantの意味として，OEDは次
の意味を挙げている。
1.toplaythegalantordandy,to・cutadash・
（1608）
2.tomakegalantorfine,todeckoutina
showymanner.（1614）
3.toplaythegalant,flirt,dalywith.（1744）
4.toplaythegalantto（awoman）,paycourt
orlover-likeattentionsto,flirtwith.（1672）
4.b.tocaress（ahand）galantly.（1672）
5.toactascavalierorescortto（alady）,toat-
tendorconduct（her）tosomeplace.（1690）
Shakespeareの時代で使われた意味は1，2のみ
である。ただし Shakespeare自身は，動詞として
は用いていない。動詞の意味を見ていくと，形容詞
の5番目の意味のような肯定的な「勇敢さ」を意味
するものがない。「人目を引くために飾り立てる」
（1，2）という服装等に焦点がある意味と，「女性に
慇懃な態度を取る」（3-5）ことに関連した意味があ
るのみである。
形容詞と動詞において，17世紀に至って初めて
「女性に対して慇懃な」という意味が現れたことは，
17世紀における galantの主たる意味を暗示して
いるといえる。そのことを語源に言及することで少
し補足しておく。
OEDによると，galantの語源であるフランス
語の形容詞の初期の意味は，次の3つである。（1）
dashing,spirited,bold.（2）gayinappearance,
handsome,gailyattired.（3）fittedforthepleas-
uresofsociety,attractiveinmanners,courteous,
polished.（OED見出し3，6，7に相当）。（1）の意
味はフランスでは廃れたが，近代英語では主なる意
味の源になっている（OED形容詞見出し4，5に相
当）。（2）は現代英語ではほとんど廃れたが，英語
に導入された意味としては早いといえる（OED見
出し1，2に相当）。（3）の意味は，特に「女性に対
して丁重である」（politelyattentivetowomen）
とか「恋愛の」（amorous,amatory）という意味を
生じることになり，それが17世紀の英語に取り入
れられることになる（OED見出し 6，7に相当）。
Shakespeareにおけるgalantの用法
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「女性に慇懃な」という意味が形容詞と動詞に導入
されるのが王政復古以後であることからも，おそら
くは，王政復古によるCharlesIIのフランスから
の帰還とともに，galantの言葉の意味に新たなも
のが加えられ，それが17世紀における galantの
イメージとなったことが予想される。それは16世
紀まで，galantが持っていた「勇敢な」の意味が
徐々に薄れて，「服装を見せびらかす」や「女性に
慇懃な」というイメージに変化しつつあることを示
唆している。
最後に副詞galantlyの意味も，合わせて確認し
ておく。OEDの見出しと定義は次の通りである。
1.ingorgeousstyle,showily.（1552）
2.in an excited manner,splendidly,finely
（1552）
3.inabraveorspiritedmanner,courageously,
heroicaly.（1590）5
4.withcourtesyorpoliteness,esp.intheexag-
geratedstyleofagalantorcourtier.（1611）
1-3は，16世紀に副詞でも「派手な格好・服装
で」，「勇敢に」という意味で使われていたことを示
しており，これらの意味が，galantの16世紀の意
味としては，中心的な意味・イメージであったこと
を示唆する。とくに3番目の「勇敢に」の意味は
Shakespeareが 初 出 で あ り ， こ の 意 味 が
Shakespeareにとって重要であったことを確認さ
せる。逆に，4の「仰々しいほどの慇懃さで」を表
す意味で，Shakespeareが使った例は見当たらな
い。理由としては，すでに晩年期で作品数が少ない
ことと，もともと副詞の用例が少ないことが考えら
れる。
Shakespeare語彙辞典におけるgalantの解釈
OEDから，Shakespeareの同時代におけるgal-
lantの意味を絞ることはできたが，Shakespeare
に関してはすでにいくつかの語彙辞典がある。これ
らがgalantをどういう意味に解釈しているかとい
うことも，確認して整理しておきたい。代表的なも
のとして，Onions,Schmidt,Crystalのものを取
り上げる。6
1． C.T.Onions,A ShakespeareGlossary
（1911）.これはOEDの副産物でもあり，定義など
は記載が簡略化されてはいるが，基本的に同じであ
る。Shakespeareが用いたと考えられる意味に限
定されており，また現代英語でもよく使われるもの
は除かれている。Onionsのgalantの項は次のよ
うになっている。
形容詞（orig.=showyinappearance,smart）
1.looselyusedasageneralepithetofpraise=
excelent,splendid;ofaship=noble,stately.
2.chivalrouslybrave,fulofnobledaring（the
commonS.use）.
名詞（2.acourteousmodeofaddress）
1.amanoffashionandpleasure:afinegentle-
man.
2.pl.usedasavocative,=gentlemen.
3.ladies・man,alover.
形容詞のところで，Onionsは，OEDでは最初
の意味としてあるものを，但し書きとして残してい
る。これはShakespeareの形容詞の用法がやや当
時でも特殊であり，もとの意味を示しておく必要が
あると考えたからであろう。そして，2に「シェイ
クスピアでの普通の用法」という説明を加えている。
Onionsの解釈では，Shakespeareにおける gal-
lantの用法は「騎士のように勇敢な」という意味
が中心である。
奇しくも Onionsが cavaleiroの項の説明で，
gentlemantrainedinarms;gay,sprightlymili-
taryman,（hence）galantと述べているように，
galantはcavaleiro，つまりcavalierと結びつく。
名詞に関しては， OED1bの「着飾った美人」
の意味を除いて，Shakespeareはほぼ用いている
としている。ただし，OEDとの違いは，1で「騎
士のような」という意味が添加されることもあると
いうものを削った点と，2の意味が「からかい，皮
肉」もある，というのを削った点である。
2．AlexanderSchmidt,ShakespeareLexicon
（1901）.Shakespeareのすべての語を網羅して，
その意味を示し多くの引用例，引用箇所を挙げたも
ので，今でも貴重な参考文献である。galantの項
は次のようである。
形容詞
（1）high-spirited,chivalrous（威勢のよい・血気
盛んな，騎士道にかなった・勇敢な）（例）
Pilgr.216;LLL.5.1.;As.1.2.;Al.3.5,4.3.;KJ.5.
2.;H4A.1.1.,3.2.,4.4.,5.3.;H4B.3.2.;H5.3.5.,3.
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6.,3.7.,4.2.,4.7.,4.8.;H6C.5.1.;Troil.1.2.,1.3.,3.
3.,4.5.;Tit.4.2.;Rom.3.1.,3.5
（2）splendid,fine,noble,beautiful（すばらしい，
気高い， 美しい）（例）Tmp.5.1.;LLL.2.1.;
H8.3.2.;Tit.1.1.;Cym.3.4.;Per.5.1.;MND.4.1.;
As.1.3.;Win.1.1.;KJ.5.2.;H4A.1.1.;JC.4.2.,5.1.
名詞：apersonofrankandmettle（高い地位に
あり勇気・気骨のある人物）（例）Ado.3.4.,
H5.4.2.,H6B.5.3.
Hence=asprucefelow,ayoungblood,
mostlyusedironicaly（服装がこぎれいな男，
若いおしゃれな元気な男・道楽者，たいてい
は皮肉として用いられる）（例）Tmp.1.2.,
Wiv.2.1.,3.2.,Ado.4.1,LLL.5.2.,As.1.2.,2.2.,
Shr.3.2.,4.3,R2.5.3.,H6C.5.5.,H8.1.3.,Hml.4.7.,
Oth.2.3.Per.4.2.
Usedasafamiliarcompelation（親しい呼
び か け と し て ）（ 例 ）Ado.3.2.,H4A.2.4.,
H6A.3.2.
形容詞に関しては， Schmidtの解釈でも，
ShakespeareはOEDの 1-3の意味（「華美な服装
をする」）では使っておらず，4，5（「すばらしい，
騎士のように勇敢な」）の意味しかないと解釈され
ている。また，すべての用例が挙がっているわけで
はないが，Schmidt（1）のchivalrousの例が多く
挙げられており， Onions同様， この意味が
Shakespeareの中心的用法と解釈している。
名詞の意味としては，OEDがひとつに括った1
番目の意味を，・Hence・で2つに分けて，作品か
らの用例を区別している。
また，名詞には「服装がこぎれいで，洒落者」と
いう意味の用例が多くあり，Shakespeareが形容
詞と名詞でgalantの意味を使い分けていたことを
示している。つまり，Schmidtの解釈では，
Shakespeareは galantを，形容詞では主に「騎
士のような，気高い，威勢がよい」という意味で使っ
ており，名詞では主に「洒落者，元気者」という意
味で使っている。
副詞galantly
（1）bravely,nobly（例）H5.3.6.;Ant.4.4.
（2）splendidly,finely（例）H4A.4.1.
副詞はOED2，3にあたる意味が取られている。
galantlyを「服装・外見」に関するものには使っ
ていないという解釈である。
名詞galantry.
abodyofgalants（大勢の galant）（例）Troi.
3.1.galantの縁語として載せてあり，一例だけで
ある。
なお，OEDでは，galantryの初出はShakespeare
からである。意味は，Galantscolectively;gen-
try,fashionablepeopleである。ただし，OEDに
掲載されている用例を見る限り，Shakespeareは
あくまで，単なる集合名詞として用いており，gal-
lantryがfashionablepeopleといった服装に関連
する意味になるのは17世紀後半の用例からである。
3.DavidCrystalandBenCrystal,Shakespeare・s
Words（2002）.言語学者として著名な David
Crystalと息子で俳優のBenCrystalとの共著によ
るもの。Schmidtほど網羅的ではないが，一般読
者にもShakespeareを読むのに十分な情報を収め
たもの。galantの項は次のようになっている。
名詞
（1）finegentleman,manoffashion（例）LLL.5.
2.;As.1.2.;H6A.3.1.;Ado.3.4.;R2.5.3.;Tmp.1.
2.（呼びかけとして）oftenironicorsarcas-
tic（例）Ado.3.2.;Wive.3.2.;H6A.3.2.
形容詞
（1）fine,splendid,grand（例）H8.3.2.;JC.5.1.;
Tit.1.1.,4.2.
（2）showy,fancy,ostentatious（例）AW.4.3.
縁語 galantry:galants,nobility,gentry（例）
Troi.3.1.
Crystalの挙げている名詞の意味には，Onions,
Schmidtの当時は外典とされ，現在はShakespeare
の手が入っていると認められた作品からの例がある
が，海洋用語としての例なので，ここでは省いた。
以上の辞書の意味から，Shakespeareが用いたと
考えられるgalantの形容詞・名詞の意味をまとめ
て図示すると次の頁の表のようになる。
Onionsと Schmidtの解釈を比較すると，両者
はそれほど違いがないことがわかる。両者とも，
Shakespeareは galantの意味を，形容詞では主
に「騎士のような，気高い，威勢がよい」という意
味で使っており，名詞では主に「洒落者，元気者」
という意味で使っていた，と解釈する。これは，
Onionsが名詞の意味から「騎士のような，気高い，
威勢がよい」というOEDの但し書きをはずしたこ
Shakespeareにおけるgalantの用法
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とと一致する。また呼びかけに関しては，両者とも
皮肉な調子が含まれることがあるというOEDの解
釈を残していない。ただし，Schmidtは名詞の
「洒落者，元気者」といった用法の際に，ほとんどが
皮肉的な意味で使われているとしている。Crystal
ではその意味が，呼びかけで用いられた場合に，し
ばしば皮肉として用いられると述べている。
結論として3つを比べて大きな見解の違いはな
いといえる。Shakespeareの galantの用法をま
とめると次のようになる。形容詞では「騎士のよう
な，勇敢な，威勢がよい」といった意味で用いられ
る。名詞の場合には「洒落者，元気のいい男」といっ
た意味で用いられる。そして，名詞の場合には皮肉
な調子で用いられる場合がある。ただし，Crystal
は，形容詞の場合も，OEDの最初の意味に近い，
showy,fancy,ostentatious「外見を華美に見せび
らかす」といった意味が使われているとする。
これら，OEDとShakespeareの英語を扱った辞
書における galantの意味を整理することで，
Shakespeareの galantの用法の見取り図は描け
たと思う。これをもとに，これからShakespeare
のgalantの用例を，実際にいろいろな角度から検
討してみることとする。
Shakespeareにおけるgalantの用法
Shakespeareにおけるすべての用法を調べるた
めに，電子テクストを用いて，統計を取った。
統計の元としたテクストは ProjectGutenberg
のものを利用し，見出し語，品詞の別，作品，ジャ
ンル，年代，用例，用例の使用されている幕場，用
例の使われているコンテクストなどをファイルメー
カーでデータベース化した。それをもとに，意味の
分類，皮肉的かどうか，galantの対象，それの服
装などを分析した。
用例は全部で74例。見出しの品詞は次の通り。
形容詞 galant44例，名詞 galant24例，名詞
galantry1例（Tro），名詞topgalant1例（Rom），
副詞galant1例（MND），副詞galantly3例。
作品別の用例数は次頁の通り。7（作品名の省略は
MLAに従う。省略表は本文の末尾につけた。ジャ
ンルと年はHarbageの分類に従った。）
個別の作品で多いものは，H5：10例，LLL：7
例，1H4：7例，Tro.：6例，AYL：4例がある。
LLLは名詞が4例で最も多い。後の作品は形容詞
がほとんどである。
37作品中，用例がないものは9作品。約1/4の
作品でgalantの用例がない。これがgalantの用
例頻度として多いか少ないかは他の作家を調べない
とわからないが，galantと意味・用法の近いbrave
（およびbravely）のShakespeareの用例数を調べ
てみても，用例数は作品によって大きく分かれ，用
例が 0ないし 1の作品も多く見られた。ほかに
galantの用法で目についたことは，四大悲劇にお
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OED Onions Schmidt Crystal
形容詞
gorgeousorshowyin
appearance
showyinappearance
showy,fancy,
ostentatious
suitedtofashionable
society;courtier-like
excelent,splendid excelent,splendid
splendid,fine,noble,
beautiful
fine,splendid
chivalrouslybrave
chivalrouslybrave,ful
ofnobledaring(the
commonS.use)
high-spirited,chivalrous
名詞
amanoffashionand
pleasure:afine
gentleman
(chivalrouslybrave)
amanoffashionand
pleasure
apersonofrankand
mettle/asprucefelow,
ayoungblood,mostly
usedironicaly
finegentleman,manof
fashion
gentlemen（vocative)
（Alsowithplayfulor
semi-ironicaltone）
Gentlemen
asafamiliar
compelation
asaaddress
onewhopayscourtto
ladies
ladies・man
いて1例しかないほか，Shakespeareの比較的著名
な作品において，あまり使われていないことである。
ジャンル別では以下の通りである。
ジャンル分けは，異論もあるだろうが，Harbage
に従った。総作品数と用例数の比率からすれば，歴
史劇において最もよく使用され，悲劇が最も少ない。
また，喜劇では名詞が多く使われ，歴史劇では形容
詞が圧倒的に多い。すでに述べたように，名詞の意
味は，amanoffashion,finegentlemenが多く，
形容詞では，chivalrouslybraveの意味が多い。
歴史劇で戦闘場面が多いことを考えれば，このこと
は当然ともいえるが，さらに調べるべきこととして，
galantが使われているときの，武人の服装がどの
ようなものであったかということが考えられる。劇
中のせりふから，武人が華やかな服装で戦場に挑む
場合もあれば，ぼろぼろの格好らしきこともある。
たとえば Harryが HenryIV,PartIで galantly
arm・dと伝えられたときのgalantlyは外見のこと
か，風采のことか，またはその両方なのか，テクス
トだけからは判断はむずかしい。Al・sWelThat
EndsWelで，Parolesが，galantmilitaristと
呼ばれるときは，小心者のParolesのことを皮肉
で，「勇敢な兵士」といっているとも，その見かけ
だけの飾り立てた格好を指しているとも取れる。姿を
想像するには，当時の肖像画で，貴族が時代錯誤の騎
士の姿に扮して好んで描かせた背景もある。（たと
えば，GeorgeClifford,3rd EarlofCumberland
は，Elizabeth女王からもらったダイヤのついた手
袋を頭部に飾った肖像画を描かせている。次の図参
照。）
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作品 形 名 副 計 ジャンル 年
1H6 1 1 歴史劇 1590
2H6 1 1 歴史劇 1590
3H6 1 1 2 歴史劇 1591
Jn 2 2 歴史劇 1591
Err 0 喜劇 1592
R3 1 1 歴史劇 1592
Shr 2 2 喜劇 1592
TGV 0 喜劇 1593
Tit 2 2 悲劇 1594
LLL 3 4 7 喜劇 1595
R2 1 1 歴史劇 1595
MND 1 1 2 喜劇 1596
MV 0 喜劇 1596
Rom 2 1 3 悲劇 1596
1H4 5 1 1 7 歴史劇 1597
2H4 1 1 歴史劇 1597
Wiv 2 2 喜劇 1597
Ado 3 3 喜劇 1598
H5 9 1 10 歴史劇 1598
JC 2 2 悲劇 1598
AYL 2 2 4 喜劇 1601
Ham 1 1 悲劇 1601
TN 0 喜劇 1601
Tro 5 1 6 悲劇 1602
AWW 3 3 喜劇 1603
MM 0 喜劇 1604
Oth 1 1 悲劇 1604
Lr 0 悲劇 1605
Mac 0 悲劇 1606
Ant 1 1 悲劇 1607
Tim 0 悲劇 1607
Cor 0 悲劇 1608
Per 2 1 3 悲喜劇 1608
Cym 1 1 悲喜劇 1609
WT 1 1 悲喜劇 1610
Tmp 1 1 2 喜劇 1611
H8 1 1 2 歴史劇 1613
ジャンル 形 名 副 合計 作品/総数
喜劇 10 14 1 25 8/13
悲喜劇 3 2 0 5 3/3
悲劇 11 4 1 16 7/11
歴史劇 20 6 2 28 10/10
GeorgeClifford,3rd EarlofCumberland.By
NicholasHiliard.c.1590.TheNationalMaritime
Museum,Greenwich.（Ashelford,136）
また，特定の作品（歴史劇の H5，1H4，喜劇の
LLL，AYL，悲劇のTro）を除くとジャンルあたり
の平均使用頻度は，あまり変わらないことから，ジャ
ンルよりも作品のテーマのほうが，用例数に関係す
ることも考えられる。
次に，年代別には，目立った偏りはないが，中期
にやや用例が多い。後期の悲劇の時代になるととく
に少ない。また，用例の多い作品と少ない作品が比
較的はっきり分かれる。
上のグラフは1590年から1613年まで，年代別に
作品数と用例数を示したものである。作品の年代は
Harbageによるものである。大体の傾向として中
期に用例数が比較的多く，（作品数も少ないが）後
期の用例の少ないことがはっきりわかるだろう。実
はこの傾向とは逆に，16世紀までは英国の演劇で
題名に galantを冠した作品はなく，17世紀に 5
作品，18世紀半ばまでに4作品がある。これは17
世紀になってから，当時の演劇界でタイプとしての
galantが確立しつつあったことを思わせる。たと
えばShakespeareがこの頃にそういった人物を描
いた例としては，Hamletにわずかな場面だけ登場
するが，印象的な人物で，やたら帽子を気にする気
取った宮廷人Osricなどがいる。8 また，年代によ
る用例の意味を見ると Shakespeareのgalantの
意味は，中期までは「勇敢な」という意味がほとん
どであるのに比べて，後期では一般的な賞賛の「す
ばらしい」などの意味になっており，この時代に
galantが「勇敢な」という意味では使われなくな
りつつあることを示唆する。
これについては，galantとbraveの用例を合わ
せて見た場合に，興味深いことがわかる。braveは
「勇敢な」という意味が主だが，galant同様に「派
手な服」の形容や「すばらしい」という意味でも使
われる。このbraveがShakespeareの作品で多く
用いられるのが，H6・3部作（15，13，16例），Jn
（9例），Tit（11例），H4・2部作（9，6例），H5（10
例），Tro（16例），Ant（14例），Tmp（18例）であ
る。9 悲劇において両方の語があまり用いられてい
ないのも興味深いが，さらに興味深いのは，brave
の用例が多い初期の作品HenryVI，3部作で，gal-
lantがほとんど使われていないことである。そこ
でgalantの用例が多い中期のHenryIV,Part1，
HenryVのbraveの用例数を見ると，HenryVI，3
部作ほど多くはない。ただ，braveとgalantを合わ
せた用例数はHenryVI，3部作とほぼ同じになる。
上のグラフは，galantとbraveの用例を合わせ
た表である。下部の作品名が一部しかグラフに表示
されていないため混乱を招くが，左の3本の高い
棒がHenryVI,3部作で，中頃の2H4の上の高い棒
がHenryIV,Part1，AYLの辺の高い棒がHenry
V，一番高いのがTroilusandCressidaである。こ
のグラフから読み取れるのは，Shakespeareが最
初は「勇敢な」という意味でbraveを用いていた
のが，中期においては galantに braveを用いた
ところにほぼ同じような意味合いで，併用したとい
うことである。それが「騎士のように勇敢な」「大
胆な」という意味でのgalantの用法である。そう
するとなぜShakespeareは後期の作品Antonyand
CleopatraやTheTempestではgalantを使わなかっ
たのかという疑問が残る。その答は，中期と後期の
中間にあるTroilusandCressidaではbraveの比
率がかなり多いながらも，galantがまだ使われて
いることが鍵になっているように思われる。中期に
おいてはgalantを「騎士のように勇敢な」という
意味で用いたが，後期になるにつれ，次第に使わなく
なった移行段階がTroilusに表れていると考えられ
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る。そのことは，galantの言葉の意味が，Dekker
が批判するようなタイプのgalantを指すようになっ
てきて「勇敢な」という意味では使えなくなったの
ではないかということが考えられる。ちょうど，
galantがタイプとして確立する時期とも一致する。
やや大胆な仮説であるが，valour（勇敢な）などの
用法との違いや，galantとbraveの類似などを調
査することで検証していくことができると考えてい
る。
Shakespeareにおけるgalantの意味－形容詞
と名詞を中心に
最後に，Shakespeareの galantの用法の74例
中68例を占める形容詞と名詞の用法からわかるこ
とをまとめておきたい。Schmidtと Crystalの
galantの用例を併せると，形容詞（38例），名詞
（23例）で61箇所である。68箇所中のほとんどは2
人の語彙辞典の用例に挙がっている。一義的に決め
られないものや，複数の意味が考えられるものなど
もあるが，とりあえず，SchmidtとCrystalの分
類をもとに，挙げられていない箇所を加えて，各意
味の用例数を算出した。10
形容詞（ ）内が用例数
showy,fancy（1）
splendid,fine（16）
chivalrouslybrave,high-spirited,youngblood
（27）
名詞（ ）内が用例数
finegentleman,manoffashion,ayoungblood
（20）
gentleman（asvocative）（4）
これを一見しても，形容詞では「騎士のように勇
敢な」という意味が，名詞では「華やかな男，すば
らしい身分高き男」が Shakespeareの galantの
用法の主な意味であることがわかる。
さらに詳しく用例の調査をした結果，現段階で明ら
かにできたことを次にまとめることとする。
（1）OEDの galantの形容詞の 5番目の意味
・chivalrous・（1596）の初出は正しいか。
形容詞の「騎士のごとくに勇敢な」という意味は
OEDでは，ShakespeareのHenryIV,Part1（OED
は1596年の作品としている）が初出である。そう
であれば，それ以前の劇ではその意味では用いてい
ないことになる。しかしSchmidtやCrystalの意
味の分類では，それ以前の作品の用例の半数ほどが，
high-spirited,chivalrousの意味に分類されている。
OEDは，galantが副詞的に用いられて「勇敢に」
の意味で使われている例として，AMidsummer
Night・sDreamの1590年を初出にしていることか
ら，1590年ごろからgalantが「勇敢な，騎士の
ような」の意味も併せ持つようになったと考えるの
が自然であろう。少なくともShakespeareの用法
を見る限りは，そのように考えられる。明らかな使用
例としてのみOEDの初出年代は考えるべきである。
ではなぜ，そのような「騎士としての勇敢さ」の
意味を持つようになったかについては，2つの見方
ができる。ひとつは広い意味で使われていた「すば
らしい」という賞賛の意味が「勇敢な」という意味に
も特化して使われるようになったということである。
もうひとつは，騎士の華やかな服装がgalantのそ
の形容詞の1番目の意味「豪華な装い，美しい衣
装」と繋がって，そこから騎士の属性である「勇敢
さ」のほうに焦点が移って新たに「騎士のように勇
敢な」という意味が付与されたということである。
前述したように，当時，貴族は騎士の姿でしばしば
肖像画を描かせたし，その衣装も実際の戦闘に用い
た鎧よりも，見た目が豪華なものであったと考えら
れる。しかし，それらの衣装は武装としてはすでに時
代遅れであった。galantの意味する「勇敢さ」は見
かけだけのものとして，皮肉の対象となる可能性は
そのときからあったといえよう。FalstaffやPistol
に示されるように，見かけは騎士，兵士だが勇気を
伴わない輩が輩出していた背景がShakespeareの
用例にも見て取れる。
Pistolの関係する場面はgalantの用例でもある
ので，少し詳しく見てみよう。HenryVにはPistol
を勇敢な男と勘違いするFluentとそれを否定する
CaptainGowerのやり取りがある。Fluentがgal-
lantservice（3.6.15-16）をした MarkAntonyと
同じぐらい勇敢な兵士としてPistolを賞賛するが，
CaptainGowerはPistolを見て，彼が詐欺師です
りであったことを思い出す。そして続けて，次のよ
うに言う。
Why,・tisagul,afool,arogue,thatnowand
thengoestothewars,togracehimselfathisre-
turnintoLondonundertheform ofasoldier.
（3.6.67-69）
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Dekkerはそのパンフレットでgalantをgul（詐
欺）と結び付けているが，ここでも，間接的だが，
galantという語とgulが結びついている。Gower
はさらに，この手の男が見掛け倒しで口のうまさで
周りの人を魅了することに憤慨する。この手の男は
戦争時の話をたくみに語って，将軍ひげの格好と軍
服（abeardofthegeneral・scutandahorridsuit
ofthecamp）（3.6.76-77）という見かけで人を感服
させてしまうのだと。 ここにはきらびやかな服装
を見せびらかす17世紀の galantの原型がいると
いえよう。
（2）意味が1つだけではなく，2つ以上重なると
ころはあるかどうか。
Parolesがgalantmilitaristと呼ばれるところ
などですでに述べたように，galantの意味が多様
に取りうること，意味の重なるところは多く見られ
る。「勇敢な」と「すばらしい」が重なるのは当然
として，単なる賞賛か，とくに騎士のようにすばら
しいといっているのかはわからないところはしばし
ば見られる。そのほかに作品全体との関係でgal-
lantの意味を考えるには，コンテクストを吟味す
る必要がある。一例を挙げれば，AsYouLikeItで，
レスラーの Charlesから Orlandoが younggal-
lantと呼ばれるときには，galantは無教育の「無
鉄砲な若造」というような意味で用いられている。
しかし，その後，Ganymede（Rosalind）から，
Orlandoが「恋する若者」のあるべきスタイルを
指南されるとき，観客は，ぼろを着た無鉄砲な若者
が，シャツをはだけて恋をうそぶく当世風の若者
（galant）に変身させられようとしていることに気
づかされる。ここには2つのgalantのタイプが並
べられている。
（3）galantの意味が批判的に使われているか，
肯定的な意味合いで使われているか。
データベースのコンテクストを検討した結果，
galantがまじめな意味，好意的な意味，敬意の意
味で用いられていると考えられるのが，68例のう
ち38例，皮肉や反語，侮蔑，からかい，反感など
を含んでいると考えられるのが30例である。ほぼ，
半数近くは皮肉な意味で用いられているが，Dekker
など galantに批判的な発言があるとすれば，
Shakespeareはむしろ galantによい意味も持た
せようともしたと考えられる。
また，批判的な意味もいわゆる，華美な服を着た
人物だけでなく，戦場で敵について述べるときの侮
蔑であったり，Hotspurなど行動が派手でプライ
ドの高い人物に対しての批判的な用例であったりす
る。前者ではフランス人やフランス関係の場面で，
galantが用いられている。またHotspurなどの場
合は，外見を飾ることと同時に，行動の「見せびら
かし」に対してgalantが使われているといえよう。
（4）服装との関係。
本来，galantはamanoffashionとあるように，
華美な服装を自慢する類のものだが，Shakespeare
に関しては服装への言及はむろんあるものの，gal-
lantの用法と直接関連付けられている例はあまり
ない。喜劇などでは，ParolesやBoyetなどの服
装の記述がわずかにあるが，たとえば galant
Hotspurと称されるが，Hotspurが取り立てて，
外見を飾り立てたり，そのような批判がされたりは
していない。服装との関係では，用語だけでなく，
次に述べるように，明示されていないがgalantと
みなされる人物を調査する必要がある。
（5）galantと明示されていないが，galantと関
係する人物。
Osricなど悲劇でも，galantに該当するような
人物は登場する。ほかにも直接galantという言及は
ないが，服装や行動から明らかにgalantとみなしう
る人物像は多々ある。たとえば，Love・sLabour・s
Lostに登場するArmadoも典型的なgalantタイ
プである。16世紀の，Shakespeareの初期の作品
における galant像は17世紀との比較検討の対象
となる。今回はgalantという言葉に限ってまず調
べたが，galantのイメージを探るためには，今後，
Middletonなどの他の作家の galantの用法や，
galantという言葉だけでなく，galantな人物お
よびその服装を調査する必要がある。
最後に，16世紀までの galantは，外見よりも
武人としての誉れを追ったHotspurや，galantの
内包する 2重性の豊かさを象徴していた Falstaff
などが主人公であった。しかし17世紀になると，
女性を口説くことを主とする着飾った軽佻浮薄とも
見える galantが主人公へと変化してしまう。17
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世紀の服装の女性化と重ねて，今後の課題として，
さらにgalantの意味の多重性を，服装との関連や
他の作家の用法なども視野に入れて，調査分析を進
めることで，明らかにしていきたい 。
*本研究は，文部科学省「人文学および社会科学
における共同研究の整備の推進事業」の支援による
服飾文化共同研究拠点（文化女子大学文化ファッショ
ン機構）における共同研究（平成20年度採択「演
劇論および身体論的視座からの近代初期英国におけ
る服飾文化に関する研究」共同研究番号20010，統
括者 滝川睦）の平成21年度における成果の一部
である。
**Shakespeareからの引用行数はRiverside版によ
る。
Shakespeare作品の略表
1H6:HenryVI,Part1
2H6:HenryVI,Part2
3H6:HenryVI,Part3
Jn:KingJohn
Err:TheComedyofErrors
R3:RichardIII
Shr:TheTamingoftheShrew
TGV:TwoGentlemenofVerona
Tit:TitusAndonicus
LLL:Love・sLabour・sLost
R2:RichardII
MND:AMidsummerNight・sDream
MV:TheMerchantofVenice
Rom:RomeoandJuliet
1H4:HenryIV,Part1
2H4:HenryIV,Part2
Wiv:TheMerryWivesofWindsor
Ado:MuchAdoAboutNothing
H5:HenryV
JC:JuliusCaesar
AYL:AsYouLikeIt
Ham:Hamlet
TN:TwelfthNight
Tro:TroilusandCressida
AWW:Al・sWelThatEndsWel
MM:MeasureforMeasure
Oth:Othelo
Lr:KingLear
Mac:Macbeth
Ant:AntonyandCleopatra
Tim:TimonofAthens
Cor:Coriolanus
Per:Pericles
Cym:Cymbeline
WT:TheWinterTales
Tmp:TheTempest
H8:HenryVIII
TNK:TwoNobleKinsmen
注
1TheFreeOnlineDictionaryよりTheAmerican
Heritage DictionaryoftheEnglishLanguage,
FourthEditioncopyright2000byHoughton
MifflinCompany.Updatedin2009.Publishedby
Houghton Mifflin Company.の定義による。
Online.Nov.15,2009.
http://www.thefreedictionary.com/galant
2StephenGreenblattのRenaissance
Self-Fashioning（1980）以来，KarenNewman,
FashioningFemininityandEnglishRenaissance
Drama（1991）など英国ルネサンス期の自己成型
がfashioning抜きでは語られなくなった。
317世紀前半のgalantについては，たとえばAileen
Rebeiro,179-86参照。また17世紀後半の服装の気
取り屋としてのgalant批判については，Amanda
BaileyがSamuelVincentのTheYoungGalant・s
Academy（1674）を取り上げると同時に，その後の
服飾文化の変化についても簡単に言及している
（129-31）。
4 OED,1548年の用例。・Theihauke,theihunt,
theicard,theidyce,theipastimeintheyrprela-
cieswithgalauntegentlemen・（Latimer）.
5OEDにもあるように，テクスト上の問題として，
この初出は1590年出版の A MidsummerNight・s
Dreamの Quarto版によるもので，そこでは gal-
lantlyではなく，galantとなっている。そして副
詞的な意味で用いられていると解釈されている。
galantlyの形では1623年出版のFolio版の同じ箇
所が galantlyになっており，厳密には galantly
としての初出は1623年である。したがって，1590
年から1623年の間に別の用例で，galantlyがこの
Shakespeareにおけるgalantの用法
―201―
意味で使われていた可能性もある。いずれにしても，
galantに副詞的な「勇敢に」という意味を添えた
のは，Shakespeareが最初ということである。
6Shakespeare作品の省略は，各著書の省略通りで
ある。そのため統一性にやや不備はあるが，原典を
参照した際の至便と，混乱を招くことはないとの判
断から，あえて統一していない。
7今回の調査ではTwoNobleKinsmenははずした。
本来galantのイメージからは重要な作品であるが，
今回の調査の目的であるgalantの用例が2例でと
もに今回の調査の主眼であるgalantのイメージと
は特に関係ないため，簡便さをとった。
8 Osricがわずかの登場にもかかわらず，忘れがた
い人物であるのは，Hamletとの帽子をめぐるやり
取りでの的確な人物イメージ造形と共に，帽子とい
う視覚的要素も大きいと考えられる。galantの華
美な衣装と大げさな作法を，Shakespeareは見事
に捉えている。なお，HarbageのAnnalsには，こ
の頃，Osricという劇の記録が残っている。
9 braveも ProjectGutenbergのテクストから算
出した。ただし，bravelyも含めた数である。
10Schmidt,Crystalに挙がっている例は次の通り。
形容詞
Showy:AWW.4.3.（1例）
Splendid:
Tmp.5.1.;LLL.2.1.;H8.3.2.;Tit.1.1.;Cym.3.4.;Per.5.
1.;MND.4.1.;As.1.3.;Win.1.1.;KJ.5.2.;H4A.1.1.;JC.
4.2.,5.1.（13例）
High-spirited,chivalrous:
LLL.5.1.;As.1.2.;Al.3.5,4.3.;KJ.5.2.;H4A.1.1.,3.2.,
4.4.,5.3.;H4B.3.2.;H5.3.5.,3.6.,3.7.,4.2.,4.7.,4.8.;H6C.
5.1.;Troil.1.2.,1.3.,3.3.,4.5.;Tit.4.2.;Rom.3.1.,3.5
（24例）
名詞
Finegentleman,manoffashion,ayoungblood:
Ado.3.4.,H5.4.2.,H6B.5.3/Tmp.1.2.,Wiv.2.1.,3.2.,
Ado.4.1,LLL.5.2.,As.1.2.,2.2.,Shr.3.2.,4.3,R2.5.3.,
H6C.5.5.,H8.1.3.,Hml.4.7.,Oth.2.3.Per.4.2.H6A.3.1.
（19例）
Asanaddress:
Ado.3.2.,H4A.2.4.,H6A.3.2.,Wive.3.2.（4例）
11 OEDには，gul-galantという見出しがある。
1613.Purchas,Pilgrimageix.i.826.からの用例
で，「にせのgalant」というような意味と考えられる。
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